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J ohn Batemanの『大プリテンおよびアイノレラ γ ドの大土地所有者名簿 The
Great Landowners o[ Great Britain and lreland， 4th edn.， 1883， repr. edn 
1970.1 (以下， J，ベイトマγの『名簿~，もし〈は単に『名簿』と略す〕である。 J サ
ヴイノレ JohnSavilleによると， この『名簿』は w土地所有者にかんする報








3) John Savj}e's Bibliographical Note to J. Bateman. The Great Landmvners 0/ Great 
Britain and Ireland. 4th吋n.，1883， repr吋n.1970. 
62 (品。〉 第 112巻第5号
『名簿』が発行された後も，長く秘匿されたといわれている九
『名簿』は， A群ー土地所有面積3，000エ カ 以上で，かつ土地からの
年収入3，000ポンド以上白地主にかんする詳細な名簿と B群 ー収入2，000ポ
ンド以上で， 土地所有面積 2，OOO~3，0日Oιーカーの地主， または， 所有面積
2，0日Oエ カ 以上で， 収入 2，OOO~3，000 ポンドの地主の簡単な名簿から成っ
ているの。
























































1 |山ランドにのみ土地を所有する者 43717人f794人^  
2 ト山フンド有大すブリ A テン両方に所 る者 B 20 
(A ・ 638)








一グループと第二グループとを合わせた者は， A， B両群合わせて 975人にな
る。まず最初に ζのアイノレヲ γ ドに土地を所有する巨大土地所有者，とりわけ
A群 635人の分析から始めよう。





群 数 土地所有面積 % l人平均所有面積
A 638人 14.752エー カー






出所) J ベイトマンの『名簿』より f~成。



































7) 且 Martens，Die Agra1γザ白剤師削 lrland，1915， S~ミ.~fì" 3R， M. J-Ronn， M.οd.Rrn. Trela.nd 
and Her Agra月四日。blem.translated from the German by T. W. Rolleston， 1906， 
pp. "-4， 46， マノレグス『資本論」第1部，長谷部訳，青木書直版.1089頁より推定すると，四70
年当時，アイルランドの農場のおよそ73%が30ェ カ 以下のも白であった。
8) H. Martens， ebenda， S 同7
9) 第4表およびこれ以障の階層区分目指標としての収入額は，アイルランド白土地からり収入だ
けでなし大プリテンに所有する土地からのJ収入をも加えたものである。







m 2万以上~5万未満 6.7 
IV 1万以上~2万未満 130! 20.4 
V 6千以上~1 万未満 148 
VI 3T以上~ 6T木満 304 47.6[71% 
計|醐 10ω
アイルラソド総土地面積
17795ヱ，2406 カ~) 9 ラ6 ポ Y ド%41日198，3493531 4101 
1，6453，町01543J1 (お) 911，953 17.5 














士地の 9.1%，収入額の 10.1%を集中している。他方， 収入額1万ポ γ ド未満
のV，VI層は，人数比率において約71%も占めているが，所有面積比率では約
45%，収入額比率では43%を占めているにすぎない。収入がl万ポYドを越え
る 1からWの層までのわずか 186人は，アイノレラ y 1の全土地の実に25%を，
すなわち4分のlを独占している。このように，巨大土地所有者の集団そのも
りが，その伎と層に隔絶した地位を誇る少数の巨大地主を]頁いた極めてヒ L ラ









I 179，200 119，395 
E 10 (100) 9 (90) 614，409 334，244 
E 43 (1町1) 34 (79) 1，127，437 744，883 
N 130 (100) 69 (53) 1，658，403 839，226 
V 148 (10日〕 29 (20) 341，407 204，606 
VI 304 (10ヲ) 20 (7) 138，798 83，047 
E十 山部)I 仰 9，654 43%倒的L2干 401 竺
638人全体の土地所有 9，411，929 1∞ 5，227，264 1叩






を占めている。わずか 164人のこの貴族が，アイノレラ Y ドの 5分の lの土地を
独占しているのである。 10万ポンド以上，すなわち第Iのクラ λの地主は全て
貴族であり，第Eのクラλの地主も一人を除いて全て貴族である。総じて，上











台ぞ Duke M(a侯rq〕uis』1 芭町 IV~国οunt Baron! 日 iI ~t (壬と〕 (j向) I (子〕 ぐ男) I (ロー ド〕
1 人 人 1 人 人 人 人 3 人E 1 
E 2 4 1 1 1 9 
阻 1 5 20 3 5 34 
N 4 30 9 26 69 V 8 6 15 29 
VI 8 2 1 9 20 
?








テンに所有する土地を含めたアイノレラ y ドの巨大土地所有者638人 (A群〕の分
析を，両方に土地を所有する 161人を中心に行う ζ とにしよう。
〈ロ〕 大プリテγに所有する土地を含めたアイノレラ Y ド巨大地主の分析
第7表は両方に土地を所有する地主の階層別人数とその土地所有を示Lてい
る。彼らは総数で 161人に達し， アイノレランド巨大土地所有者(A群)638人の
25%， 4人に 1人が，大プリテ Yにおいても広大な土地を所有している。最上
層のI， Iのクラスは，一人を除吉全て両方に土地を所有する地主である。こ
れらのアイルラ y ド巨大地主 161人は，同時に大プりテンにおい亡も，一人当
り平均1万ポンド近〈の多額の収入を獲得する巨大地主であって，とりわけ 3
最上層り 1，Iのクラ 7、の地主は，大プリテンにそれぞれ一人当り平均 6.2万
1 ーカー. 2.4万 z ーカーという極めて広大な所領を有する大土地所有者なの
である。いや，次のように言う方が的を射るであろう。大プリテンにおいて大
19世紀後半アイルランドにおける土地所有関部とイギリス地主制度 (357) 69 




土地所有面積〔エーヵ 〕 土地からり年収入額〔ポン n
階層総のラ地ン主数ド fん l大プリテ| 山ラ|認リテ|γ ドの士ンの土地 計l ンドから ら 百十引也
I 3 人 3 人 179，200 185，438 364，638 119，395 300，274 419，669 
E 10 9 602，367 218，937 821，304 352，556 317，584 670，140 
m 43 29 822，430 383，164 1，205，594 485，957 l' 417，712 903，669 
N 130 49 684，822 271，430 956，252 396，7口8 319，780 716，488 
V 148 36 465，103 93，902 5忌9，005 157，452 131，409 288，861 








巨大地主数| うち貴族数 巨大地主数| うち貴族数
I 3 人 3 人 3 人 3 人
E 10 9 9 8 
E 43 34 29 22 
N 130 69 49 26 
V 148 29 36 10 
、直 304 20 35 5 
計 638 164 161 74 







第9表 7イノレランドの巨大土地所有者 (A群〕の分類別 1人当り
平均土地所有規模(大プりテンに所有する土地を含む〉
分 類 |地主数! 土地所有面積 l土地からの年収入
全 体
出所) Jベイトマγの『名簿』より作成。
一一35，901 CD I 



















イノレラ Y ド双方に広大な土地を所有する大土地貴族を頂点とした 638人の巨大







19世紀後半アイルランドにおける土地所有関部とイギリス地主制度 (359) 71 































注〕 両方に土地を所有する 161人のアイルヲ γγの土地は当然のことながら陣外している。
出所) Jベイ卜マ γの『名簿』より作成。
イギリスの土地独占の程度は， r急進的改革論者が示唆していたよりもはるか
に大き<Jベ ベイトマ Yの『名簿』の基礎となった調査結果が， イギりス政
府によってながく秘匿された理由も自らうかがわれるというものである。





貴族 392 (19) 
巨大地主全体 勾 41 (100) 
大プりテンの総土地面積
出所) Jベイトマンの『名樟」より作成L
10) J. Saville， ot. ciι 
土地所有面積 |土地からの年収入
エカ % % I ボ γ {l' % 
11，999，785 (42) (21) I 10，5九 550 (41) 
見副知7(四)(田) I町棚田〈附
(100) 








(第12表)0 2，518人の巨大土地所有者の一翼が， アイノレヲ γ ドの 2分の 1の上
第12表連合王国 (U.K.)全体白巨大土地所有者の土地所有白状況
|人数| 土地所有面積 土地からの年収入
エカ 9〕6 ポソド巨大土地所有者全体 37，892，986 (4 30，8日7，314











わち 4人に 1人が， アイバ〆ラ /'1に広大な所領をもっ地主 (B)である。ここ
に，アイルランド巨大土地所有者。，イギリス土地寡頭制に占める量的比重の
大きさが端的に示されている。また，連合王国の土地所有者りまさに最上層に
君臨する68人(1， II O:>年収 5 万ポンド以上)の中 I~ ，アイルラ Y ドに土地を所有





























E 253 43 17 
N 532 130 24 
V 713 148 21 
VI 952 304 32 




階層 |l  YU T W Aa mり串月此昨 I土う地ちアをイ有すルbヲる貴ン族ドに b/a xl00 
12 人
人 25 96I 3 
E 47 9 19 
E 156 34 22 
N 153 69 45 
v 77 29 38 
VI 37 20 54 







































エーカー ボ γド エヵ が γ ド ヱヵ ポソy
両方に土地を所有す品者 26，024 19，591 fi8，:I:O 4R，6?2 35，901 30，321 
大有ブリテγにりみ土地を所
する者 14，5口9 12，786 48，001 41，546 35，043 29，570 
アイルランドにのみ土地を 13，470 7，580 48，249 32，325 24，621 13，886 所有す品者
出所) J.ベイトマンの『名樟』より作成.























I 3 人 (3人1 11 人 (9人〉
E 10 (9) 44 (38) 
E 43 (34) 210 (122) 
N 130 (69) 402 (84) 
V 148 (29) 565 (48) 
VI 304 (20) 648 (17) 
























総 数 19，547 


















11) H. Maロε~ns，仏 a. 0.， S. 24 
12) 込1.J. Bonn， ot. cit" pp. 60-61 
19世紀後半アイノレラソドにおける土地所有閑保とイギリス地主制度 (3日) 77 
第18表英本国在住アイルラYド巨大土地所有者の割合
F首 層|巨大地主全体 貴 族 両方に土地を所有する者
I 100 % 100 % 100 ヲ6
E 70 67 78 
E 37 32 55 
N 25 25 65 
v 14 14 53 
VI 8 30 51 




















第 112巻第5号(366) 78 
アイルランドの土地所有者全体の概況と巨大土地所有者3 













































F9，547 100-r--;U819，947 100 










19世紀佳半アイルランドにおける土.!tI!所有関係とイギリス地主制度 (367) 79 
んどすべて (97%)が集中されている。 1875年のアイルランド人口は約530万人











ラY ドにひろげ，アイノレランドの土地の 2分の l以上を独占していて，そこか












13) Statistical Absf:ract fi出 the[乃'litpdK間 :gdnm1874ιo 1880. No. 36 
80 (3曲) 第 112巻第5号
第20表 187口年頃アイノレラ Y ドの保有(借地〉態様別農場数と農場規模






アイルラ γ ドの全長場 682，237 


























14) H. Martens， a. a. 0.， SS. 36， 38， M. J. Bonn，中 ct.，即 44，46，マルクス『費本論4第
1部1089頁上り推定すると， 187欣年当時，アイルランドの農場総数は的59.3万となる。






以下~ノレテンスとアリ マン T.W. Freeman叫り述べるところをまとめ
てみよう。
(叫数世代借地 lcascsfor lives ζの形態の借地は，地主からの影響を
ほとんど受けることがなく，自由土地保有 freeholdとみなされ，相続におい
て分割が許されたものである〔マルテ γ ス〕。
(ゆ 定期借地 leasesfor years (借地期限の多〈は31'"'-'61年〕 ・この形態は，
中間借地人 Zwischenpachternのばあいにおいて支配的で， 1851年以降次第
に消滅した〔マルテγ7，)。中間借地人は，地主の代理人であって，他の三つの




よると， 2， 3世代以上の借地期限の定期借地農は，主にプロテスタ Y トであ
って，豊かな保有地の持主であった。








要なのである。なお， 1870年当時，アイルランド全農場の70数%が30エー カー 以下の小規模なも
自であったことを香里足してお〈凶
16) H 恥1artens，仏 a.0.， SS. 29-30， T. W. Freeman. L問 landA general and， regional 
geograth少， 4thedn. 1968， p. 177 
82 (370) 第112巻第5号
前の通告で，この借地形態の農民はいとも簡単に追放mされたのである。




























行った「残された改良 goodwi1lJ (椎名重明『近代的土地所有~ 1973年.289ヘ グ〕を権利と
レて売ることができた.この権剰を車交しているりは. r特別な領地」白農民であり，そり祖先









宗教的差別を伴った社会酌人種ぽ五基別白産澗てあったとし、えるe 堀越智 rァイルフ γ 〆')反
乱.!l1970年. 44-45へ-:/0 もっとも， こうした権利を享受しえたのは，当然のことながら地代








却〉 農民数百万人は G.S. Lefevre， Agrarian Tenures， 18!:13， pp四一102 より推定したもの
である。 ルフェ ヴルは， 1880年代田アイルランド農業従事者として，①「特別な事業家 a
special class of pe即 nsengaged in the bosinessJ，③「借地農業家 tenantfarmersJ (3~，削 3
農場)， @ i借地農 tenantJ(208，配0農場，平均30エ カー)， ④ i'J、借地農 smalltenantJ 
(365，0朗人，多数回コツアィアを含む)， @ i農栗労醐者 agriculturallabourersJ (143，80U人，
多数のヨッティアを含む〉を挙げているR 叩方の数字は，第三の「借地農」の全てがー農場を保
有しτレる農民であると世足したうえで，③，④，⑤の三つの階層を合計してだしたものであるー
